
＜ ヤブキリとキリギリス ＞

みずべ公園などで、花の中によく見かけるキリギ

リスのなかま（幼虫）がいます。見ると、そのほ
ようちゅう

とんどはヤブキリ。キリギリス同様、成虫は他
どうよう せいちゅう

の昆虫をつかまえて食べますが、幼虫は花粉など
こんちゅう ようちゅう か ふん

を食べます。成虫に近づくほど、肉食性が強くな
せいちゅう にくしょくせい

るといわれます。

観察授業で「じゃあ、キリギリスの幼虫
ようちゅう

はどんなの？」と聞かれることもあり、見つ

けたら写真にと思っていましたが、今年ハマ

ヒルガオを撮っていて、花の中に入り花粉を
と か ふん

食べるのをたまたま見つけました。ヤブキリ

幼虫は背中に 1本太い線、キリギリス幼
ようちゅう せ なか よう

虫では 1枚の板状で両わきに濃い線があ
ちゅう いたじょう こ

り、見分けられます。【理科支援員：宮内】
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ヤブキリ成 虫 のおす（左上：肉食）。他は幼 虫 で、花
せいちゅう ようちゅう か

粉や草の葉などを食べる。
ふん は

キリギリスの幼 虫 。背中は１枚の板のようで、
ようちゅう せ なか

両わきに濃い線がある。花粉などを食べる。
こ か ふん


